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1毛細血管と植物の根等の形態や、恒常性・自己複製能力・エネルギーの変換を行う等の性質。  
































































































    
 
分に触れることを続けながら、ある軽やかな明るさに至る作家の資質によると考えられるが、同時にこの気
の遠くなるような制作を支える強い精神性ともめぐりあう。博士論文の中にも登場するオディロン・ルドン
の“モノクロームは脳から手へと直接イメージを伝える 精神のための働き手”という言葉は、他に大きな
影響関係を自覚するロドルフ・ブレスダン、フランシスコ・デ・ゴヤの制作活動とともに山田作品にとって
重要な位置を占めている。  
モノクロームという要素と同様に重要な問題として「紐、網目＝時間イメージ」がある。描かれたものを
具体的に名指せば、単に血管や神経、木の根の形状であるが、この作品の大部分を占める網目状のイメージ
は、抽象的で名指しようのない不気味さを感じるものでもある。これは、見かけの作品主題である女性や胎
児の顔、動物や時計等の見えるものに対立する、影の主題となっている。無意識の言葉の寄り添わない膨大
な作業であり、“見えるもの”に対立する“見えないもの”、“生”に対立する“死”として、作者は強く自覚
しているのである。 
以上のように本作品は、作者の精神性が繊細な理論の構築、制作上の技術に裏付けられ、大変に高質であ
る。本審査グループはこのことを高く評価し本作を博士号にふさわしいものと判断した。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
本論文は、作品と共に絵画（美術・人間の生命そのものの在り様と変容等について）の持つ純粋な可能性
を模索すると共に、自己と宇宙・自然との関係を検証する試みとして始まっている。 
始めに序章として「命の繋がり」とは宇宙の誕生から過去、現在、未来を通じて全ての時間と空間の中で
生じる命の連鎖であると述べてあり、その事を創作概念として確立したのは、生物間における形態の類似性
に感銘を受けたことから始まっている。「生物間で見られる形態の類似性」に着目し、形態の類似性から「命
の繋がり」を表現するため、制作上で生物間の形態を変容させ融合することを試みている。生命の多様な繋
がりを具現化した紐状の描写を交差し、網目状に集積させた画面は、生命の誕生前と死後に見られる精神的
な繋がりを表現し、現実的なモチーフが複雑に絡み合いながら一つの作品を創り上げている。 
これらの制作意図に至るまでの芸術作品との出会いとして、フランシスコ・デ・ゴヤの版画、オディロン・
ルドンの石版画（リトグラフ）、アルブレヒト・デューラーの銅版画、ルドルフ・ブレスダンの《善きサマリ
ア人》等強く影響された作品を取り上げ、作者自身の作品との関連性を分析し検証する事により山田彩加の
創作理念の根源を解き明かすことに成っている。 
論文全体は山田彩加自身が、迷いながら手探りで実感した言葉をさぐり、実体や感触を求めている姿が写
し出されている。論文として少し問題が拡張し過ぎている感があるが、完成された論文はリアリティーを強
く写し出すものとなり高く評価され、審査員の承認を得た。 
作品《生命の変容と融合 —0への回帰— 》はリトグラフの技法によるものであり、その技術の完成度も非常
に高いものである。只ひたすら描く事に集中する事が、作者自身の生命力そのものを版上に刻み付ける表現
と成っていて、鮮やかな黒い線の集積として紙上に刷り取られてある。 
作者自身が語る「この身体全て」と言う身体と心が一体化して生じる漠然としたものとして認識する心の
本質が、強烈に描き出されて見る者を圧倒する版画作品になっている。 
このシリーズの集大成となっている大作《命の繋がり—芸術的観点から探求する生命の本質—》は、誕生し
たばかりの不思議な光を放射する子供が画面の中心にあり、その子の一生を暗示するかのごとく成人から老
いて行く様を複雑に絡み合った細胞分裂的な描写の中に描かれている。画面全体は、魅力的な深く黒い線の
集積で埋め尽くされ、作者の特別な想いが伝わってくる作品は、大変高く評価されるものである。 
